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   Clinical tests were conducted on a new contrast medium, BC-80L  (Methylglucamine salts 

of  3-acetylaminomethyl-5-acetylamino-1, 3, 5-triiodobenzoic acid) and the following results 
were obtained. 

   1. Satisfactory contrast was obtained in both intravenous pyelography (56 cases) and 
renal arteriography (20 cases). 

   2. Rapid injection of the medium was feasible and for intravenous pyelography the average 
time was 41.5 seconds, while for renal arteriography the injection rate of 10  ml/sec., which is 
required to obtain satisfactory results, was easily maintained. 

   3. Throughout the clinical trials, no severe side effect was observed. 
   4. No significant change was found in the renal biopsy and NPN after injection of a 

large amount of the medium into the abdominal aorta of adult dogs. 

   These findings show that BC-80 L is an excellent urinary tract and vascular contrast 
medium.

I緒 言

泌尿器科領域 で最 も広 く施行 されてい る造影

法 は静脈性 腎孟造影法 で あ り,ま た最近 になっ

て行 なわれ る機会 の多 くな った ものに腎動脈 造

影法が あげ られ る.そ して これ ら造影法 に使用

され る造影 剤は,現 在 までに種 々の ものが開発

され てい るが,こ れ らの うちで現在 広 く使用 さ

れ てい るのは,Diatrizoateお よびlothalamate

に 属 す るもの であ る.し か し最近Iodamideに

属 す る造影 剤 としてBC-80Lが 開 発 せ られ,

これ を武 田薬品工業株式会 社 よ り提供を うけ た

の で,静 脈 性 腎 孟 造 影 法 お よ び 腎 動 脈 造 影 法 に

使 用 し,2,3の 知 見 を え た と思 わ れ る の で,

こ こに 報 告 す る.

II 組 成

BC-80Lは,3-Acetamidomethyl-5-Acetamide-2 ,

4・6-triiodobenzoicacidのMethylglucarnin塩 で ,

図1の ご と き構 造 を 有 し,1箇 中にMethylglucamin

塩 と して64・8w/v%(ヨ ー ド換 算 で300mg/lnl)溶

液 を20m1含 有 し,比 重 は1.35,粘 稠 度 は37℃ で

5・8cpsで あ る.ま た そ のLD50は ,経 静 脈 性 に 投

与 した 場合,ラ ッ トで11.49/kg,家 兎 では13.29/kg
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で あ る.
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皿 症例および使用方法

BC-80Lを 使 用した症例は,当 科入院および外来患

者である.そ の使用例を造影方法別に分類すると,静

脈性腎孟造影法を施行したもの56例,経 腰的腹部大動

脈造影法3例,逆 行性腹部大動脈造影法6例,選 択的

腎動脈造影法1ユ例の計76例 である.と くに静脈性腎孟

造影法を施行した症例の うち20例 は,同 一症例に他の

同一ヨー ド含有量を示す造影剤を使用し,そ の場合の

腎孟像および副作用などの比較検討を行なった.

つ ぎ;こBC-8eLの 使用方法は,静 脈性腎孟造影法

では20mlを 静脈内に注入し,尿 管圧迫球および圧迫

帯を使用して,静 注後7分 および15分 に撮影を行なっ

た.っ いで経腰的腹部大動脈造影法および逆行性腹部

大動脈造影法では40m1,選 択的腎動脈造影法では1

側7～10m1を10m1/sec.の 速 さで注入して撮影を行

なっている.

なおBC-80Lと 他 の造影剤との 比較を行な う場合

には,IothalamateのMethylgulamin塩 を60w/v

%に 含有するConrayを 用い(表1),撮 影手技を

BC-80L使 用時と同時にして,鮮 明度,造 影剤注入の

速度,副 作用などにっいて検討した.

表!BC-80LとConrayの 比 較

薬 品 名iBC-8・L Conray

成 分1

ヨ ー ド含 量 ,

米占稠 度(3プ)1

比 重(25℃)!

pH

LDso(ラ ツ トi

静 注)i
:

MG-loda血ide

64.8w/V%

300mg/d1

5.8cps

1.35

7.互 ～7.5

11.4g/kg

MG・iothalamate

60w/V%

282mg/d1

5.5cps

1.325～1.326

7.1～7.5

10,5g/kg

IV臨 床 成 績

A.静 脈性腎孟造影法

56例 にBC-80Lを 使 用して静脈性腎孟造影法を施

行したが,こ の場合の静脈内注入速度,注 入前後の血

圧および脈搏の変動,腎 孟像,副 作用などにっいて,

BC-80Lと 同一時期にIothalamateを 使用した48例

と比較検討してみた.

1,静 脈内注入速度

静脈内に造影剤を注入する場合には,条 件を一定と

するために室温は23～25℃,注 射針は外径lmm,注

射 筒は50m1の ものを使用し,造 影剤は室温放置の

ものを使用した.

その結果,ま ずBC-80Lに ついてみると,注 入に

要した時間は15～120秒,平 均41.5秒 であった,こ

れに対しIothalamate使 用時には15～96秒,平 均

38,2秒 であった,す なわちBC-80Lの 静脈内注入は,

Iothalamateと さして変 りな く,比 較的容易にして速

やかに注入しうることがわかる.

2.造 影剤注入前後の血圧および脈搏の変動にっい

て

造影剤注入前後の血圧および脈搏の変動をBC-80L

使用48例 について観察したが,注 入後の血圧および脈

搏の測定は,造 影剤注入終了後2分 以内に計測した.

また血圧は,収 縮期血圧の変動により検討した,

その結果,ま ず血圧では造影剤注入の前後で差を認

めなかったもの9例(18.7%),10mmHg以 内の変動

を示したもの24例(50.0%),10～20mmHgの 変動を

示したもの12例(25.0%),20～30mmHgの 変動を認

めたものは3例(6.3%)で あ る.す なわち血圧の変

動が10mmHg以 内のものは33例(68.7%)を 占めて

いた。

つ ぎに脈搏についてみると,造 影剤注入の前後で変

動を示 さなかったものが9例(18.7%),10/M以 内

の変動は27例(56.3%),10～20/Mの 変動は9例

(18.7%),20～30/Mの 変動は3例(6.3%)で あ り,

10/M以 内の変動は36例(75.0%)に み られた.

つ ぎに 同様にしてIothalamateを 使用した34例 に

おける血圧 と脈搏の変動についてみると,ま ず血圧で

は造影剤注入の 前後で 変動を示さなかったもの5例

(14.7%),10mmHg以 内の変動を示したものは18例

(52.9%),10～20mmHgの 変動を示したもの10例

(29.4%),20～30mmHgの 変動を認めたものは1例

(3.O%)で あ り,10mmHg以 内の変動を23例(97.6

%)が 示 していた.

ついで脈搏についてみると,造 影剤注入前後で変動

を示さなかったものは6例(17.7%),10/M以 内のも

のは18例(52.9%),10～20/Mの 変動は10例(29.4

%)に 認められたが,20～30/Mの 変動を示した症例

は認められず,10/M以 内の変動は24例(70.5%)に

認められている.

すなわちBC-80LとIothalamatetet,造 影剤注

入前後の血圧および脈搏におよぼす影響は,ほ ぼ等し

い成綴を示している,ま た同時に,こ れ ら造影剤の心 ・

血管系におよぼす影響の程度は,血 圧および脈搏より

みた所では,さ して大きなものでないことがわかる.

3.腎 孟像にっいて

著者 ら3名 が,各 々別個にBC-80L使 用例の腎孟

像の鮮明度を 検討した.こ の場合,便 宜上腎孟像を
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1,H,皿 度 に分類して判定 したが,そ の判定規準は

つぎのごとくである.す なわち1度(帯)と は鮮明な

腎孟像を示したもの,H度(什)と は腎杯または腎孟

の一部が造影剤で充盗されていないもの,皿 度(+)

とは腎孟豫が不鮮明なものとした、

以上の規準に より著者ら3名 の判定を 下したBC-

80L使 用例の成績は表2に 示すごとくで,工 度42例

(75.0%),H度7例(12.5%),皿 度7例(12.5%)で

あ った、

表2静 脈性腎孟造影像の比較

表3腎 機能正常例
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症 例

謎
BC-80L

症例数

%

症例数

工

42

75.O

31

H

7

12.5

9

皿

7

12.5

8

計

年令 性

Iothalamate

% 64.5 18.8

1Y.Y.56♀

2H.K.7Q6

31T.29♀

40。K.556

5H.Y,36♀

6A.T.386

7K.K.68♀

8K.T.256

9S.Y.61♀

10W.T.126♀

BC-80L

静脈 性腎孟縁

・ 小5分

Iothalamate

静 脈 性 腎孟 像

・分115分

16.7

柵

冊

56

100.O

48

100.0

っぎにIothalamate使 用48例 についても同様にし

て分類して みると,1度31例(64.5%),H度9例

(18.8%),皿 度8例(16.7%)で あ った.

すなわち,BC-80LとIothalamate使 用時の腎孟

像を比較した場合,BC-80Lを 使 用した場合に良好な

腎孟像がえられやすい傾向にあるといえる.

つぎにこの点をさらに究明するために,BC-80Lと

Iothalamateと を同一患者に使用して,撮 影条件を同

一にして造影効果を比較してみた,な お施行対象は当

科入院患者で腎機能正常例10例,1側 腎機能障害例6

例,両 側腎機能障害例4例 の計20例 であ り,造 影剤使

用量は各々20m1で,静 注後7分 および15分 に撮影を

行なっている.

i腎 機能正常例

BC-80Lお よびIothalamateを10例 の同一症例に

使用し,静 脈性腎孟造影法を行なった.そ の成績は表

3に 示すごとくで,BC-80Lお よびIothalamate使

用例全例において腎孟,腎 杯,尿 管は満足すべ き状態

で造影 されていたが,同 一症願 こおける腎孟像を使用

造影剤によって対比してみると,腎 杯像の濃度に殆ん

ど差のないことが分った.す なわちその濃度差の程度

を示したのが表3で,こ れでみるとやや腎杯の輪廓が

不明瞭な昔がBC-80Lの7分 撮影では2例 ・15分 撮

影では全 く認められなかったのに対し,Iothalamate

使 用例では7分 撮影で昔が3例 ・15分 撮 影では1例 に

認められたにすぎない(図2.a,b)

ii)1側 腎機能障害例

尿管結石症3例,水 腎症2例,腎 結核1例 の計6例

に対し,同 一症例にBC-80Lお よびIothalamateを

各 々20m1つ っ使用し,患 側における腎孟縁の比較検

討を行なつた(表4).

表41側 腎機能障害例

症 例 年令性 疾患名

BC-soL使 用1

時の静脈性腎
孟像

・分 巨5分

i左尿管 緒1TT.563
i石症1

:謡:界::::1卸1掌
、MY.68、i赫 腎症幅

5S.K.618左 〃 粁

6K.S.]20♀ 左 腎 結核+
II

十

十

Iothalamate

使 用時 の 静脈

性 腎 孟 像

・分 い5分

十

十

十

十

十

十

十

十

そ の 成 績 で は,症 例1に お い て7分,15分 撮 影 で と

もに,ま た 症 例2お よび5で は,7分 撮 影 でBC-80L

使 用 時 に,Iothalamate使 用時 よ りもや や 明瞭 な腎 孟

像 が え られ て い る(図3.a,b).

iii)両 側 腎 機 能障 害 例

両 側 腎結 石 症2例,腎 結核1例,神 経 因性 膀 胱1例

の 計4例 に 対 し,同 一症 例 でBC-80Lお よびIotha-

1amateを 各 々20m1つ っ 使 用 して静 脈 性 腎 孟 造 影 法

を 施行 し比 較 検 討 した(表5).

そ の結 果,症 例1お よび2で は7分 撮 影 で 左 腎孟 塚

が,症 例3で は15分 撮 影 で両 側 が,症 例4で は 同 じ く

15分 撮 影 で 左 側 が,BC-80L使 用 時 にIothalamate

使 用 時 よ りも や や 明 瞭 な 腎孟 像 を示 して い た(図4.

ab).

以上 同一 症 例 にBC-80LとIothalamateを 用 い て

静 脈 性 腎 孟 造 影 法 を行 ない,そ の 腎孟 像 を 比 較 してみ
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表5両 側腎機能障害例

症 例 年令 性

1S.N.

2S.1

3M.T

4Y.U.

36♀

1586
466

369

疾 患 名

両側腎結石症
〃

両側腎結核

神経因性膀胱

B80用 時の

静脈性腎孟像

右7分左 屠5分 左

十 十←

十 十

十 十

+十 ト

耗 粁

+→ 十

Iotaamate

静 脈 性 腎 孟 像

右7分 左1右15分 左

十

十 十

十 十

十 十

一 十ト

十 十十

十 十

十 十

た結果,7分 撮影では明らかにBC-80Lを 使用した

場合に鮮明な腎孟像がえられやす く,15分 撮影ではそ

の程度は著明ではないが,や は りBC-80L使 用時に

おいてIothalamate使 用時よりも良好な腎孟像の得

られやすい傾向を示した.ま たこのことは,腎 機能の

障害程度が大になるほど明瞭な差となるように思われ

た.

4.副 作用にっいて

BG-80Lを 用いて静脈性腎孟造影法を施行した56例

の副作用についてみると,表6に 示すごとくに一過性

の悪心を訴えたもの(2～3分 で消失)10例,悪 心嘔

吐2例,奪 麻疹2例,顔 面発赤1例 の計15例 で,26.8

%に 副作用がみられたことになる.

っいでIothalamateを 使用した48例 に ついてみる

と,一 過性の悪心3例,悪 心嘔吐4例,薄 麻疹4例,

全身熱感1例 の計12例 で,25.0%に 副作用がみられて

いる.

%に 副作用がみられ,61秒 以上を要して注入した16例

では4例,25.0%に 副作用の発現をみている.す なわ

ちBC-80Lで は,急 速に注入しても,ま たゆつくり

と注入しても副作用の 発現率には 変 りが ないことよ

り,静 脈性腎孟造影法で急速注入を必要とする場合,

あ るいは経静脈性腹部大動脈造影法,静 脈造影法など

にはBC-80Lが 有効ではないかと考えられた,

表7静 脈性腎孟造影法施行時の造影剤静注
速度と副作用

静 注 速度

30秒 以内

31～60秒

61秒 以上

施行例

29

11

!6

造影剤
使用量

20

20

20

副作用を
みた症例

8

3

4

%

27.6

27.3

25.0

表6静 脈性腎孟造影法施行時の副作用の比較

施 行 例

悪 心

悪 心 ・嘔 吐

奪 麻 疹

顔 面 発 赤
全 身 熱 感

BC-80L

56

10

Iothalamate

48

2

2

1

3

4

4

1一
すなわちBC-80Lを 使用した場合の副 作 用 は,

Iothalarnate使 用時と発現頻度はほぼ等しく,ま たそ

の程度 も軽度なものであることがわかる.

っいでBC-80L使 用時の静脈内注入速度と副作用

の発現頻度について検討してみた(表7).そ の結果,

30秒 以内に静注した29例 では,副 作用をみた症例は8

例で27,6%,31～60秒 で注入した11例 では3例,27.3

5,小 括

静脈性腎孟造影法}こBC-80Lを56例 に 使用 し,

Iothalamate使 用時と比較してみると,静 脈内注入速

度ではIothalamateと ほ とんど差がなく,比 較的容

易にして急速に注入しえた.ま た静注前後の血圧およ

び脈搏の変動は,Iothalamate同 様軽度 なものであ

り,腎 孟像ではIothalamateと 殆んど同様であるが,

腎機能が低下している場合にはやや良好な影像がえら

れ,副 作用では重篤なものはみられず,そ の発現頻度

ではIothalamateと ほぼ等しい.ゆ え にBC-80L

を静脈性腎孟造影法に使用した場合には,安 全にして

満足すべき腎孟像がえられるといえる.

B腎 動脈造影法

1.経 腰的腹部大動脈造影法

BC-80Lを3例 に使用し,Iothalamate使 用時と比

較してみた.こ の揚合,造 影剤の使用量は各々40ml

で,LeurLock式 の50mlの 注射筒に吸引し,16

Gageの 穿刺針と注射筒の間は外径0.8cm,長 さ20cm

のポ リエチレソ ・チューブで接続して手動式に造影剤

を注入した.

まず造影剤注入速度を比較してみると,BC-80L使

用時には40mlを4秒 以内で容易に注入す ることがで



杉田他:泌 尿器科領域におけるBC-80L(新 尿路,血 管造影剤)の 使用経験

きた.こ のことはIothalamate使 用時でも同様であ

った.

つ ぎに腎動脈造影像についてみると,BC-80Lお よ

びIothalamate使 用例 ともに腎内動脈枝の細部まで

明瞭に描出することができた.

っ いで副作用についてみると,い ずれの症例におい

ても軽度の背部痛が認められたが,こ のほかには とく

に重篤な合併症は認められなかった.

以上より経腰的腹部大動脈造影法では,B(>80Lと

Iothalamate使 用時に差が認められなかったといい う

る.

2.逆 行性腹部大動脈造影法

BC-80Lを6例 に使用して,Iothalamate使 用時と

比較してみた.術 式はSeldinger法 により経皮的に大

腿動脈よりカテーテル を腹部大動脈に 逆行性に 挿入

し,腎 動脈分岐部の直下で造影剤を注入した.な お使

用カテーテルはKifa社 のYellowcatheterで,先

端に側孔を3個 あけて使用し,造影剤は50m1のLeur

Lock式 注射筒に各々40m1を 吸引し,こ れを手動式

に注入した.

まず造影剤注入速度をみると,BC-80Lは40m1を

4秒 以内で注入することができたが,こ れはIotha1-

amateで も同様であった.

つぎに腎動脈像の鮮明度を比較してみると,BC--SOL

お よびIothalamateと もに腎動脈は腎内末梢血管枝

まで鮮明に描出され,こ の間にはあまり差が認められ

なかった.

ついで副作用についてみると,BC-80L使 用例では

1例 において悪心がみ られたが,こ れは一過性であり

注入5分 後には消失している.な おIothalamate使

用例では何ら副作用が認められなか った.
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以上 より逆行性腹部大動脈造影法の場合にも,経 腰

的腹部大動脈造影法と同様に,BC-80LとIothala-

mate使 用時には,あ まり差のない成績であった.

3.選 択的腎動脈造影法

BG-80Lを11例 に使用したが,こ の うち9例 では同

一患者で1側 腎動脈にはBC -80Lを ,他 側にはIoth-

alamateを 注入して,こ の両者の間の造影力や造影剤

注入前後の血圧および脈搏の変動,副 作用などについ

て検討を 行なった.な お注入に用いた カテーテルは

Kifa社 のGreenCatheterで,造 影剤はBC-80Lお

よびIothalamateと もに7～10m1を 使用して手動式

に注入し,各 々2回 の撮影を行なった.

まじ造影剤注入の難易にっいて検討したが,経 腰的

方法および逆行性カテーテル法と同様に,BC-80Lと

Iothalamateと の間には差が認められず,い ずれ も容

易に急速注入が可能であった.

つ ぎに腎動脈像上の比較を行なったが(表8),BC-

80Lの みを使用した症例1お よび2は 勿論,同 一症例

でIothalamate使 用時と比較した症例3～11で も,

腎動脈は末梢まで鮮明に造影せられ,こ れはIotha1-

amateを 他側腎動脈に注入した場合でも同様であ り,

造影力ではBC-80LとIothalamateと の間に差が認

められなか った(図5.a,b).

っ ぎに造影剤注入前後の血圧および脈搏における変

動についてみると,BC-80Lお よびIothalamateを

使用した場合でも,全 く変動が認められなかった.

ついで 副作用の点についてみると,こ れまたBC-

80Lお よびIothalamate使 用時ともに,全 く副作用

は認められていない.

すなわち選択的腎動脈造影法では,経 腰的方法およ

び逆行性カテーテル法と同様に,BC-80CとIothal一

表8選 択的腎動脈造影法

症 例

1M.A.

2H.Y.

3LT.

4M.T.

5S.M.

6S.G.

7T.0.

8H.M,

90.K.

10K.Y

llS.S.

年令 性

52

68

29

28

50

51

21

16

36

28

22

♀

♂

♀

♂

♂

♂

6

♂

6

♂

♀

疾 患 名

右残腎結核

左腎嚢腫

右遊走腎

腎結核

腎性血尿

右腎腫瘍

右腎結核
腎性高血圧疑

〃

右腎結核

腎性血尿

BC-80L Iothalamate

桑調数1翻搬 圧鑛 搏納 作用1彗調響 影搬 圧鍍 搏納 作用
10×2

8×2

10×2

7×2

7×2

8×2

8×2

7×2

8×2

10×2

7×2

冊

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

10×2

7×2

7×2

8×2

7×2

7×2

8×2

8×2

7×2

柵

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)
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amateと の間には,全 く差が認められないといえる.

4.小 括

各種腎動脈造影法,す なわち経腰的腹部大動脈造影

法,逆 行性腹部大動脈造影法および選択的腎動脈造影

法にBC-80Lを 使 用し,Iotha五amate使 用時と注入

の難易,造 影力,副 作用などに ついて比 較してみた

が,い ずれの造影法においてもB(ン80LとIothala-

mateの 間には全 く差が認められなかった.す なわち

BC-80Lは,血 管造影法に要求される急速注入が可能

であるとともに,造 影力も満足すべきものであ り,同

時に副作用がほとんど認められなかった.こ れ らの点

よりBC-80Lは,Iothalamateに 優 るとも劣らぬ血

管造影剤であるということができる.

V成 犬における腹部大動脈造影施行

による造影剤の腎におよぽす影響

前項において述べた各種腎動脈造影法では,い ずれ

も造影剤を14～40m1と 比較的少量を使用した場合の

成績であるので,BC-80Lを 大量に,し か も繰り返し

て腹部大動脈内に注入した場合の腎に対する影響にっ

いて,成 犬を用いて実験を行なってみた。

表9成 犬における腹部大動脈造影施行後の造影剤の腎実質におよぼす影響

1.実 験材料および方法

体重15～23kgの 成犬を用いて,イ ソゾール麻酔の

もとに背臥位に固定し,大 腿動脈を露出して切開を加

え,レ 線透視下において心カテーテル(F.10)を 逆行

性に腹部大動脈に挿入し,第3腰 椎上部の高さで造影

剤を注入した.注 入量は2m1/kg,す なわち30～46m1

を5分 間隔で2回,計60～92m1を10m1/sec.の 速

度で注入した.な お造影剤注入の3日 前および3目,

7日,15日 後に腎生検法をVim-Silverman型 生検

針を用いて施行し,造 影剤の腎実質におよぼす影響を

検索した。また腎生検 と同様の日時に,血 中残余窒素

の測定をも行なって比較検討してみた.

2.腎 生検像

採取した腎組織片は,Zenker液 に よる固定後,過

沃素酸シップ染色(PAS染 色)お よびHaematoxy-

1in-Eosin染 色を行なって検索したが,と くにPAS

染色により病変の判定を行なった.

つ ぎに観察方法としては,糸 球体,Bowman氏 嚢,

細尿管,間 質および血管の5つ に分け,そ れぞれの部

位にっいて造影剤注入前と注入後の腎生検像の変化の

有無を検討した(表9).

(腎生検法による)

嘆
腎生検施行時期

大動脈造影施行前

造影法施行3日 後

〃7日 後

〃15日 後

No.10.♂30kg

糸球体1聖wm翼1細 尿管 間 質1血 管

土

士

±

±

No'11.♂23kg

糸球体 「欝wm劉 細尿管1間 質1雌

土

士

士

±

十

十

±

その成績では,ま ず第10号 犬では糸球体の変化 とし

てMesangiumの 核増加が造影法施行後3日 および7

日に軽度にみられるとともに,Bowman氏 嚢 の肥厚

も前記 と同様の日時に認め られたが,そ の変化は非常

に軽度なものであ り,こ れ らは15日 後の腎生検像では

認められなくなっていた.

っ いで第11号 犬についてみると,糸 球体の変化は軽

度のMesangiumの 核増加 として造影法施行3日 およ

び7日 に認められたが,15日 後には全く造影法施行前

と同様に変化が認められない.ま たBowman氏 嚢 の

変化として軽度の肥厚が認められたが,こ れ も造影法

施行後3日 および7日 の腎生検像でみられるのみであ

った.し かしこれらの変化の他に,第11号 犬では細尿

管にCastが 造影法施行3日 および7日 目に認められ

たが,こ の変化は15日 後には非常に 軽度となってい

た(図6).

以上2例 における腎生検像にっいて述べたが,こ れ

らの変化は造影剤注入3日 および7日 目において強 く

あらわれているような傾向を示している.し かし日時

の経過とともに 軽度 とな り,15日 後 に は 糸 球体 や

Bowman氏 嚢の変化は全 く認められず,わ ずかに第

11号 犬でCastの 残 存を認めるにすぎな くなる.な お

BC-80Lと 同様の実験は,Iothalamateお よびDiat-

rizoateに っいても施行しているが,こ れらの成績は

すでに発表しているので省略しtci)2).

3.血 中残余窒素(NPN)

成犬 の腹部大動脈に逆行性に カテーテル を挿入し

て,造 影剤を4m1/kg注 入直後,さ らに3日,7日 、

15日 後に末梢静脈より採血してNPNを 測定し,こ れ

を造影剤注入前値と比較してみた(図7).

そ の成綾をまず第12号 犬についてみると,造 影剤注

入前には28.5mg/d1で あ ったものが,造 影剤注入直
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後には39.5mg/d1と 上 昇を示 している.し かし造影

剤注入3日 後には26.4mg/d1,7日 後には27.Omg/dl,

15日後には19.5mg/d1と 低下を示していた,

ついで第13号 犬についてみると,造 影剤注入前39.O

mg/d1で あったが,造 影剤注入直後には43.5mg/d1

と軽度の上昇を示した.し か し3日 後には35.7mg/d1,

7日 後には27.6mg/d1と 低下を示 したが,15日 後に

は34.5mg/d1と 施行前値にほとんどもどっている成

績を示した.

すなわち第12,13号 犬 ともに,NPNは 造影剤注入

直後には軽度の上昇を示したが,以 後3日,7日 と日

時を経過するとともに下降を示し,15日 後には造影剤

注入前値よりはるかに低値を示すか,ま たは注入前値

とほぼ等しい値にもどっていることがわかる.

4.小 括

BO-80Lを 大量に腹部大動脈内に投与した場合の腎

実質におよぼす影響を腎生検像より,ま た腎機能の変

化をNPNの 変動で観察したが,腎 生検像でみ られる

変化は軽度のMesangiumの 核増加とBowman氏 嚢

の肥厚,さ らに細尿管にCastの み られ ることであっ

たが,こ れらの変化は造影剤注入3日 および7日 後に

強く認められた.し かし15日 後にはMesangiumお よ

びBowman氏 嚢 の変化は認められず,わ ずかに細尿

管にCastの 残存が 認められる のみであった.ま た

NPNで は造影剤注入直後に軽度の上昇が認められる

が,以 後は日時の経過とともに低下し,15日 後には注

入前値あるいはそれ以下の値を示している.す なわち

以上の成績より,BC-80Lを 大量に腹部大動脈に注入

しても,腎 に対する影響は軽度であることがわかる。

VI考 按ならびに総括

BC-80LはIodamide群 に属 す る新尿路血管

造影剤 であ るが,こ の群 に属 す る造影剤は未だ

本邦 では使用 されてい ない.し か しヨー ロッパ

では,こ の群に属 す る造影剤 で,BC-80Lと 類 似

した組成 を有 す るものがUromiroの 名称 で,

最近使用 されてい るので,UromiroとBC-80L

との使 用成績を比較 してみた.

まず静 脈性腎孟造影 法におけ る造影 剤の静脈

内注 入の難易 についてみ ると,Grothuesmann3)

は150例 にUromiroを 使 用 して急速 注入が可

能で あっ た ことを報告 し,ま たWUrdinger`}は

270例 に使 用 して,そ の大部分 の症例 では40～

90秒 で 注入が 可能 で あった ことを 記載 してい

る.私 どものBC-80Lの56例 の 使用成績 で も
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静脈 内注 入に要 した時間は,15～120秒,平 均

41.5秒 で あった ことより,Grothuesmannや

WUrdingerの 成 績 と 一致 した 成績が得 られ て

い る.な おそ の理 由と しては,BC-80Lで は 粘

稠度 が37。Cで5.8cpsと 低 い ことによると考

え られた.

つ いで静脈性腎孟造影法 におけ る造影 剤注入

前後 の血圧 の変動についてみ ると,Grothues-

mannはUromiro使 用例 では血圧 の低 下は認

め られ なかった と記載 し,Kottyschs)は100例

にUromiroを 使 用 して,13.8%に 軽 度の血圧

の低下 が認め られたが,59.9%は 収 縮期血圧 の

変動 は10mmHg以 内 で あった と 報告 してい

る.私 どものBC-80Lの 成 績では,10mmHg

以 上 の 血圧 の 変動 を認めた ものは31.3%,10

mmHg以 内 の変動は68.7%に 認 め られ ている.

す なわちKottyschと 類 似 した成績がえ られた

ことよ り,Iodamide系 の 造影剤で は,静 脈内

に注入 して もあ まり血圧 には影響を与 えない こ

とがわか る.

つ いで静脈性 腎孟 造影像の鮮明度につい てみ

る と,WUrdingerは 鮮 明な腎孟像 を64.2%に,

Kottyschは89%に 得 られた ことを記載 してい

るが,私 どものBC-80Lの 成 績では鮮 明な腎孟

像 を64.5%に 得 ている.す なわち この成績 は

WUrdingerと ほ ぼ等 し く,こ の点か らIodamide

系 の造 影剤は,静 脈性腎孟造影法 に使用 して も

充分 な効果 を期 待で きるといい うる.

つ いで副作用 に っい てみ ると,Grothuesm-

annは150例 中2,3の 症 例に一過 性の灼熱感,

軽 度の悪心 をみ た と報告 し,WUrdingerは274

例 中31例,11.3%に 一 過性 の悪心,嘔 吐,発 疹

をみた と記載 し,Kottyschは100例 中17例,

17.0%に 前 記 同様 の副作 用を認めた と述べてい

る.私 どものBC-80Lの 成 績 では,56例 中15

例,26.8%に 一 過性 の悪心,嘔 吐,発 疹 な どを

み てい る.す なわ ちIodamide系 の 造影剤で

は,こ れ を静脈性腎孟 造影法に使 用 して も重篤

な副作 用は認め られず,ま た悪心,嘔 吐な どの

副作 用をみて も,そ の発現率は11.3～26.8%程

度 であ ることがわか る.

以 上 よりIodamide系 の造 影剤を静脈性 腎孟

造影法 に使 用 した場 合,静 脈 内注入が容易で あ
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り,し かも造影剤注入前後で血圧の変動が少な

く,し かも鮮明な腎孟像が得 られるが,副 作用

には重篤なものがみ られず,ま た副作用をみて

もその発現率は低いものであるといえる.

ついで 腎動脈造影法に っいて みると,未 だ

Uromiroの 使用経験の報告はなされていない

しか し私 どもは,BC-80Lを 各種腎動脈造影法

に使用して,本 造影剤が粘稠度が低いため,血

管造影剤に要求 される10m1/sec.の 急速注入が

可能であり,し かも鮮明な腎動脈像が得 られ る

とともに,副 作用が ほとんど認められてい な

い.な おこの点をさらに成犬を用いて,BC-80L

を大量に腹部大動脈内に注入しても,腎 にお よ

ぼす影響は軽度なものであることを明らかに し

えた.さ らにBC-80Lと 等 しいヨー ド含有量

を示す60%Iothalamateを 静脈性腎孟造影法

と腎動脈造影法に使用 して比較検討 したが,こ

の両者間では静脈性腎孟造影法においてはBC-

80Lを 使用 した場合,わ ずかに両側腎機能障害

例のみにおいてIothalamate使 用時 よりもや

や優れていたが,腎 動脈造影法ではほとんど差

が認め られなかった.

W結 語

BC-80Lを 静脈性腎孟造影法56例,腎 動脈造

影法20例 に使用し,つ ぎの結果をえた.

1)造 影効果では,満 足すべき腎孟像,腎 動

脈像が得られた.

2)注 入速度では,静 脈性腎孟造影法および

腎動脈造影法ともに容易に急速注入が可能であ

り,前 者では平均41.5秒,後 者では腎動脈造影

法に要求 され る10m1/sec.の 速度で容易に注入

することができた.

3)副 作用についてみると,静 脈性腎孟造影

法および腎動脈造影法ともに重篤なものは認め

られず,ま た成犬を用いて腹部大動脈内に大量

にBC-80Lを 注入 して,腎 に対する影響を腎

生検像およびNPNで 検討したが,著 明な変化

は認められなかった.

以上よりBC-80Lは 優れた尿路,血 管造影

剤であると考 えられた.
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